別添1　審査基準

【１次審査】管理体制・実績評価（配点：15点）
	評価大項目
	配点
	評価中項目
	配点
	評価基準・評価ポイント

	1.管理体制
	6点
	(1) 組織のセキュリティ管理体制
	2点
	機密保持体制
ISMSまたはプライバシーマークを取得しているか。

	
	
	(2) プロジェクト実施体制・人員
	4点
	業務を確実に履行するための推進体制（PM・専門技術者等）が明確であり、同種・類似案件の経験や資格を有する要員が配置されているか。

	2.業務実績
	9点
	(1) 同種・類似業務の構築実績
	9点
	ゼロトラスト環境の構築実績があるか。
そのうち、Google Workspace構築実績／ Apple端末構築実績があるか。



【２次審査】技術・体制・提案評価（配点：85点）
	評価大項目
	配点
	評価中項目
	配点
	評価基準・評価ポイント

	1. システム設計・技術提案
	20点
	(1) 認証基盤・ゼロトラスト設計
	7点
	各校からのダイレクトアクセスを前提とし、Google WorkspaceやSSO等を活用した安全かつ利便性の高い認証・アクセス制御が設計されているか。

	
	
	(2) 端末管理・Apple環境設計
	7点
	Jamf（Jamf Pro等）を活用し、MacBook及びiPadの統合管理が具体的に提案されているか。教職員の異動や増減への対応を含む。

	
	
	(3) セキュリティ・DLP・フィルタリング
	6点
	Jamf Safe InternetやGoogle Workspaceの機能を活用した適切なWebフィルタリング、脅威対策、およびデータ保護（DLP）が設計されているか。

	2.構築・移行・検証計画
	15点
	(1) 構築・全体作業スケジュール
	6点
	運用開始に向けた全体スケジュールが現実的かつ綿密に組まれており、遅延リスク対策・進捗管理手法が具体的に示されているか。

	
	
	(2) データ移行計画
	6点
	既存環境からGoogle Workspace等へのデータ移行手順・整理基準が適切であり、現場負担を軽減する手厚い支援策が示されているか。

	
	
	(3) PoC（先行検証）計画
	3点
	本番展開前のPoC（デモ校・先行検証）の実施手法、検証項目、および抽出された課題の本番設定・運用設計への反映手順が明確か。

	3.インシデント対応
	10点
	(1) インシデント対応体制
	10点
	障害・セキュリティインシデント発生時の初動、二次被害防止（隔離等）、原因調査、復旧、報告、再発防止への対応等のフローが確保されているか。

	4.運用支援・定着化支援
	20点
	(1) 常駐ヘルプデスクの運用計画
	15点
	市教委常駐ヘルプデスクの業務範囲（アカウント管理、一次受付、初期切り分け、FAQ作成等）を広範かつ柔軟に捉えた計画となっており、特に新学期等の問合せ集中時の対応体制が十分か。

	
	
	(2) 教職員向け運用・定着化支援
	5点
	教職員が新しい端末やクラウド環境をスムーズに利用できるよう、分かりやすいマニュアル作成や研修・講習会等の定着化支援が考慮されているか。

	5.独自提案・追加提案
	10点
	(1) 教職員の業務改善・校務DX等への提案
	10点
	仕様書の最低要件にとどまらず、教職員の働き方改革・業務負担軽減、校務DXの推進、運用コスト削減等に寄与する効果的な独自提案がなされているか。

	6.価格評価
	10点
	(1) 見積金額の評価
	10点
	【価格評価点＝10×（有効な最低提案見積金額／当該事業者の提案見積金額）】

予定価格（上限額）の範囲内における提案見積金額に基づき、上記の式により算出する。（小数第3位を四捨五入）



審査は、一次審査（15点）と二次審査（85点）の合計点で行い、得点合計の高いものを受託候補者とする。  

最低基準点 
審査委員の採点結果の合計が見積金額を除く総合計点の65%に満たない場合は失格とする。

